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平成２３年５月１２日

文 部 科 学 省

学校等におけるダストサンプリング及び土壌調査の結果及び今後の追加調査

の実施要領

福島県内におけるダストサンプリングの結果については、「福島第一原子力発電

所の２０ｋｍ以遠のダストサンプリング、環境資料及び土壌モニタリングの測定結果」

として、文部科学省が定期的に公表しており、福島市杉妻町、二本松市金色等の地

点におけるダストサンプリングの結果は直近の５月６日ではいずれも「不検出」となっ

ている。

土壌調査については、４月１４日に５２の学校等を対象に実施したところであり、内

部被ばくの寄与率の検討（別添２）、核種の分析に基づく減衰曲線の把握等に既に

役立てているところである。

一方、５月２日の原子力安全委員会において、ダストサンプリングも実施した方が

良いとの指摘があったことを踏まえ、学校等の校庭等におけるダスト及び土壌の学

校等における直近の状況を把握するため、５月１０日に福島市内の中学校、保育園

においてダストサンプリング・土壌調査を試行的に実施した（別添１）。これらの結果

を踏まえ、今後は以下のとおりの要領でダストサンプリング及び土壌調査を実施す

ることとする。

実施要領

ダストサンプリング

・月に１回の割合で、前回の空間線量率の測定で比較的空間線量率の測定結果で

比較的高い数値が得られた学校等の１０校についてポータブルエアサンプラ

（７０ L／min）を用いて測定する。

・チャコールフィルタを装着して、放射性ヨウ素まで検出可能とする。

・サンプリング時間は１カ所１０分とする。測定時間は６０分とする。

・測定場所は体育館（無い場合はなし）、１F教室、下駄箱のある玄関、校庭の中心

部でそれぞれ1カ所を測定（参考値として空間線量も測定する）。

・測定結果については、取りまとめの上、原子力安全委員会に報告する。

土壌調査

・上記のダストサンプリングの対象とした学校で、土壌サンプルの採取と分析を行う

・標準化した採土器により、グラウンドの中心部に３０ｃｍ離れたポイント２箇所を決

めた上で、地表から深さ５ｃｍの土壌を採取する。

・採取した２箇所の土壌は混合した上で、乾燥させない状態でゲルマニウム半導体

検出器で含まれる核種を測定する。
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（試料採取日時に減衰補正した値）

ダスト ダスト ダスト ダスト ダスト ダスト
渡利中学校　グランド 渡利中学校　体育館 渡利中学校　玄関 渡利保育所　グランド 渡利保育所　玄関 渡利保育所　教室
採取日時5/9 14:44～14:54 採取日時5/9 15:14～15:24 採取日時5/9 15:21～15:31 採取日時5/9 15:46～15:56 採取日時5/9 15:53～16:03 採取日時5/9 16:06～16:16
採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3
測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒
測定開始日時： 5/10 13:23 測定開始日時： 5/10 14:22 測定開始日時： 5/10 14:29 測定開始日時： 5/10 10:29 測定開始日時： 5/10 11:51 測定開始日時： 5/10 11:42

核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3）

排気中又
は空気中
の濃度限
度

（Bq/m3）

I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. 5.0E+00
Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. 2.0E+01
Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. 3.0E+01

 

チャコール チャコール チャコール チャコール チャコール チャコール
渡利中学校　グランド 渡利中学校　体育館 渡利中学校　玄関 渡利保育所　グランド 渡利保育所　玄関 渡利保育所　教室
採取日時5/9 14:44～14:54 採取日時5/9 15:14～15:24 採取日時5/9 15:21～15:31 採取日時5/9 15:46～15:56 採取日時5/9 15:53～16:03 採取日時5/9 16:06～16:16
採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3 採取量： 0.7 m3
測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒 測定時間3600秒
測定開始日時： 5/10 14:41 測定開始日時： 5/10 13:17 測定開始日時： 5/10 14:29 測定開始日時： 5/10 10:28 測定開始日時： 5/10 11:52 測定開始日時： 5/10 11:32

核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3） 核種 濃度（Bq/m3）

排気中又
は空気中
の濃度限
度

（Bq/m3）

I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. I-131 N.D. 5.0E+00
Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. Cs-134 N.D. 2.0E+01
Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. Cs-137 N.D. 3.0E+01

N.D.：

Cs-137　3 Bq/m
3

福島県福島市内のダスト・ヨウ素測定結果

I-131　0.5 Bq/m
3

Cs-134　2 Bq/m
3
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土壌分析
Ｉ－１３１： ８　Bq/Kg・湿         

Ｃｓ－１３４： １０　Bq/Kg・湿         

調査実施日：平成23年5月9日採取、5月10日測定 Ｃｓ－１３７： ８　Bq/Kg・湿         

Ｃｓ－１３４ Ｃｓ－１３７

49 福島市 渡利中学校 　5.3E+02 ± 1.0E+01 　4.9E+03 ± 2.2E+01 　6.2E+03 ± 2.7E+01 3600 110.84

47 福島市 渡利保育所 　4.7E+02 ± 7.8E+00 　2.3E+03 ± 1.4E+01 　2.9E+03 ± 1.7E+01 3600 116.07

検出下限値（ＤＬ）

試料重量
（ｇ）

No. 所在地 調査対象学校名

土壌放射能（Bq/Kg・湿）

備 考
Ｉ－１３１

Ｃｓ
測定時間
（秒）



《1年間》減衰補正あり

■線量計算結果

47 49

渡利保育所 福島市立渡利中学校

2011/5/9-2012/5/9 2011/5/9-2012/5/9
1年間 1年間

外部 外部 グラウンド 1.1E-03 2.4E-03

吸入 グラウンド 2.5E-06 1.7E-05

経口 グラウンド 4.0E-06 5.9E-06

傷口(怪我) グラウンド 1.0E-08 2.2E-08

外部＋内部 合計 1.1E-03 2.4E-03

外部 外部 グラウンド 99.4% 99.0%

吸入 グラウンド 0.2% 0.7%
経口 グラウンド 0.3% 0.2%

傷口(怪我) グラウンド 0.0% 0.0%
吸入＋経口＋傷口(怪我) グラウンド 0.6% 1.0%

各線量：BG込みの値
吸入線量：土壌の舞い上がりによるダストの吸入摂取
経口線量：常に(教室や自宅などでも)手がグラウンドの土壌によって汚染されていることを仮定(被ばく自体は教室や自宅でも生じる)
傷口線量：常に(教室や自宅などでも)身体がグラウンドの土壌によって汚染されていることを仮定(被ばく自体は教室や自宅でも生じる)

線量の寄与
(%) 内部

実効線量
(Sv/y)

内部

条件

ID
学校名
計算対象
期間
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